





































































よれば、商工業者は 商売が影響されることを恐れた。省都であった保定市の商工業者は、 「よく言 ように商人は国事に口を出さない」と語り、運動に冷淡であっ それまで新政権に距離 と 商人は、 「誰が来ても 売をするのが同じだ。日本人 来たときで ら同じだったのではない 」と語った。一方、ある搾油会社の社長は、 「世界大戦は起きそうだ。われわれは生産活動 専念し、税金を多く納めて前線 支援すべきだ」と語り、新政権に積極的に近づく姿勢 みせた。しかしそれは、む ろ「個別的 事例であった
（８）
と報告された。商工業者











































































































































か購入されなかった。民間業者が食糧の購 に興味を示さず、さ に購買を停止し ため、 「食糧価格は暴落し、今後さらに下がることが予想された。 」綿糸 場合は、 「管理対象とさ 後 闇市で 価格が公定のそれより一万一〇〇〇元よりも高かった。 」綿糸製造業者のうち 通達に従わず、売るつもりがないにもかかわらず、故意に高値を掲げて市況を釣り上げ 者がい 一方、綿糸の需要側の多くは、政府から公定価格 綿糸供給を多く受
一七四




























四日後の同紙の記事に続報があった。 それによれば、 杭州市の商工業者のほとんどが、 仮に戦争が勃発した場合 「最
































































予測にあ り、弱い中国と強いソ連とを区別して捉えられた。そこには 参戦しても利益を得るのが同盟国のソ連であり、被害を蒙るのは だけ いう認識、言い換 ば、同盟国のための海外派兵に対する批判 込められたの る。　
対米戦争への批判の背景には、こうした実力の差や同盟関係についての認識に加え、商工業者の政治的立場も






















































































そのなかで、 商工業者は時事問題にどのような態度をとったのか。 『天津日報』 一一月一三日付通信記事によれば、



















































































































































以上のことが、李燭塵ら天津商工業者の上層部が反米デモ 参加 た背景にあっ 。それでも、李らには強い避













































































栄は何故アメリカを「恨んでいた」のか。かれの回想のなかで、 その理由は明らかにされていない。 だ、 「恨み」
の理由ではなく、 「失望」のような感情につながると思われる記述は二ヶ所ある。一つは、日中戦争下、日本軍による接収を逃れる めに、 アメリカ人商人に依頼して、 みずからの企業の名義だけをアメリカ籍に変えたが、 結局 「期
一九二
























同じ時期に、 製粉業にとどまらず、 綿糸業もアメリカ産棉花を原料に使用し、 栄一族は大いに利益を上げた。 終戦後、































填のために公債発行の方法が考えられたが、一九五〇年度上半期の公債発行にあたって栄毅仁は、すでに多額の公債を購入していた。事前に上海市副市長から率 して購入の「手本」を業界に示す可能性につ て打診を受けたため、栄氏の申新紡績グループを代表して六〇 ・五万の「実物換算単位」 （一単位
一 ・二万元）分の公債を購入する































の態度表明は確認できない 少なくとも 第二次戦役が開始した直後 一一月二七日午前に大光明シアターで上海商工界の「抗米援朝」動員大会が催さ たが 会に参加した代表者リストには栄の氏名は見当 らない。　
その理由を説明する直截な資料はない。ただ、その五年後に、民間企業に対する政府の共同 営政策がとられ、






































の紡績業に関する一九五〇年一〇月二一日付の調査資料も、 それを裏付けて る。それによれば、 同年一 月現在、香港に 企業が一三社あり、 「すべて中国人経営であり、その大部分の設備は、はじめ上海の紡績業者が発注し、中国国内に据付けるつもりであったが、内戦のため香港に仕向け換えしたものであ 据付け 錘総数は現在
 





























































他方、 海外派兵により慎重な意見もあった。記事によれば、 「祖国の立場に立ちながらも、 状況認識が不明確な者」
の発言として、 「われわれ中国はようやく今日のような環境に落着き、各方面 復興が待たれて るにもかかわず、他国のことに余計なお節介をする理由が分からない」と語った者がいた。また 「祖国の立場に立ちながらも、アメリカを恐れる感情を抱 ている者」 発言もあった。つまり「アメリカは朝鮮を侵略してはいるが、中国本土に対して行っているわけではな 。この段階で朝鮮に派兵することは、自 トラブルを招き 侵略され 口実をアメリカに与えかねな 。仮に交戦と った場合、相手に 近代的 工業や近代 な空海軍があり それに加えて恐ろしい原子爆弾までもってい 。われわれ中国 ような新しくでき 国は、何をもってそれに勝とうと いるの
二〇二



















































































  「中共北京市委関於抗美援朝運動向中央並華北局的報告（一九五〇年一一月五日） 」 『北京市抗美援朝運動資料彙編』 （知識出版社、一九九三年）五〇頁。
（５）
  『中共中央文件選集（一九四九年一〇月―一九六六年五月） 』第四冊（人民出版社、二〇一三年）二六六―二六七頁。
（６）





  「河北省幹部和群衆対目前時局的反映」 『内部参考』一九五〇年 一月二四日。
（９）
  「保定工商業者的思想情況」 『内部参考』一九五〇年一二月二七日。
（
















16）  「山西抗美援朝運動展開以来各階層思想動態」 『内部参考』一九五〇年一二月八日。
（
17）  「南京各階層対目前時局的反映」 『内部参考』一九五〇年一一月二三日。
（
18）  「抗美援朝運動展開後在広西南寧的反映」 内 参考』一九五〇年 一月二四日。 四 付の『内部参考』に掲載されたこの「広西日報」の記事には、 「一一月一日付通信」と記されているが、内容的には、各党派の共同声明が公表された四日に「発表された抗美援朝運動のニュース以後」の商工業者の反応が扱われている。広西省現地で調査し報告書にまとめて印刷に付し、さらに新華社通信の本社に送信し、本社で編集作業が行われる一連のプロセスにかかった時間を考慮に入 て、 「一一日～一九日 うちのいずれかの日、とくに「一一日」の誤植の可能性が高いと推測される。
（













23）  「無錫、松江各階層対時局的反映」 『内部参考』一九五〇年一一月二五日。
（












































40）  「松江省目前幹部、群衆思想動態」 『内部参考』一九五〇年一一月三〇日。
（
41）  「抗美援朝運動展開後在広西南寧的反映」一九五〇年 一月二四日、前掲。
（
42）  「在中国人民志願部隊参加下朝人民軍獲重要勝利」 『人民日報』一九五〇年一一月八日。
（
43）  「津市人民銀行実行凍結存款措施後私営工商業紛紛向私営行荘提取存款」 『内部参考』一九五〇年一一月一七日。
（
44）  「天津黒市利息猖獗有奨儲蓄推銷有困難」 『内部参考』一九五〇年一一月二 日。
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王慧章『王光英伝』 （人民出版社、一九九九年）一一九―一二 、 二九―一三〇頁。
（
58）  
李燭塵研究中心編著『李燭塵傳』 （光明日報出版社、二〇 二年）一八九― 九三頁。
（
59）  
王文化「李燭老在迎接天津解放中的工作」 『李燭塵資料専輯』 、前掲、九 頁。
（
60）  
師俊山 ・ 張鴻敏 『化学工業的先駆
　
範旭東傳』 （河北人民出版社、 一九九五年） 一〇、 二八、 四二―四三頁。なお、 範の祖父は、
























68）  「申新各廠改善了経営方法」 、Ａ四―一―八―三五、上海市档案館。
（

















周而復『六十年文芸漫談』 （中国工人出版社、一九 七年）四五一―四五四頁。周而復『往事回首録』 （中国工人出版社、
二〇〇四年）九一頁。
（









李占才 ・ 張凝 『栄毅仁的父輩』 （河南人民出版社、 一 九三年） 一 二―一五九、 一六六頁。上海社会科学院経済研究所編 『栄
家企業史料』下巻（上海人民出版社、一九八〇年）四二―四八、 六八―九一頁。
（
79）  『栄家企業史料』下巻、前掲、四六二、 四六四―四七〇頁。
（
80）  
同右、四三〇―四五八頁。 『栄毅仁的父輩』 、前掲、二三六― 三 頁。
（
81）  





















等を行わせるために考案された制度であり、 「一〝単位〟には、中級のジャポニカ白米一升、一二ポンドの上質な綿布一中国尺、 ピーナッツ油五〇グラムと豆炭五〇〇グラムが含まれ、 当日の『解放日報』掲載の市場取引価格が計算基準とされ」た。 『中国資本主義工商業的社会主義改造』上海巻（下） 、前掲 一四五三―一四五四頁。なお 公債発行時点の一「実物換算単位」あたりは、一 ・二万元相当の価値が ったと言われる。金日英「我的丈夫盛丕華」 『上海工商聯専輯』二〇〇八年第二期、前掲、一二一頁。
（


















楊承祈「憶上海工商界抗美援朝示威大遊行」 『上海文史資料選輯（上海工商聯専輯） 』 、前掲、二二一―二二二頁。
（






































一九五一 ・ 八） 』第三巻（中国出版集団東方出版中心、二〇一五年）六一頁。
（






108）  『栄毅仁伝』 、前掲、八七、 二五三―二六三頁。
（
109）  
周而復『上海的早晨』 （人民文学出版社、一九七九年）二八五頁。
（
110）  『化学工業的先駆
　
範旭東傳』 、前掲、四九―五二頁。廉暁紅「楊度：従〝帝制禍首〟到共産党員」 『炎黄春秋』二〇一六
年第九期。
（
111）  
中国社会科学院・中央档案
馆编『中華人民共和国経済档案資料選編：一九四九―一九五二年
　
工商業体制巻』 （中国社
会科学出版社、一九九三年）一〇六 〇七頁。
